
 

 

 

金属アレルギーといえば、アクセサリーを思い浮かべる方が多いかもしれ

ませんが、お口の中の金属もアレルギーの原因になるのを知っていますか？

原因不明の皮膚疾患は、もしかするとお口の中に問題があるかもしれません。 

 歯の治療では銀色の詰め物やかぶせなど、様々な金属を使用しま

す。お口の中の金属は唾液によって吸収され、血液に乗って全身に回

るため、金属アレルギーは全身のどこにでも起こる可能性がありま

す。お口の中の金属が原因で、ある日突然、金属アレルギーの症状を

引き起こす場合があります。 

 歯科による金属アレルギーの症状は、お口の中だけでなく直接金属

が触れていない場所にも現れます。普段からアクセサリーにかぶれや

すかったり、長期間治療しても治らない皮膚疾患があったり、詰め物

やかぶせを入れた後に発症したような感じがある方は、金属アレルギ

ーの可能性があります。 

全身の症状 

 まず、どの金属がアレルギーの原因に

なっているのか、皮膚科でパッチテストを

行います。歯科金属アレルギーの治療で

は、アレルギーの原因となっている金属を

取り除き、金属アレルギーの心配がない詰

め物やかぶせに交換していきます。金属を

全て取り除いても、症状が治るまでには数

カ月、人によってはそれ以上かかることが

あります。 

口内炎 

口腔扁平苔癬 

口角炎 

舌炎 他 

口の中の症状 

全身接触性皮膚炎 

掌蹠膿疱症(しょうせきのう

ほうしょう)・扁平苔癬 

アトピー・全身倦怠 

頭痛・微熱 他 

～アレルギーになりやすい歯科金属～ 

コバルト、スズ、パラジウム、インジウム、イリジウム、クロム

ニッケル、水銀 他 

 歯科金属アレルギーにならないため

には、虫歯や歯周病を予防し、金属の詰

め物やかぶせを増やさないことが最大

の予防策です。そのためには、毎日の食

生活や歯みがき、歯科医院での定期的な

メンテナンスが大切です。 


